P-403 肺腺癌におけるGA733family遺伝子の発現(予後因子1,第49回日本肺癌学会総会号) by 小林 弘美 et al.
P-403 肺腺癌におけるGA733family遺伝子の発現(予
後因子1,第49回日本肺癌学会総会号)
著者 小林 弘美, 南 優子, 穴見 洋一, 近藤 譲, 中里 
宣正, 蔦 幸治, 林 真一郎, 野口 雅之
雑誌名 肺癌
巻 48
号 5
ページ 590
発行年 2008-10-05
権利 特定非営利活動法人日本肺癌学会
URL http://hdl.handle.net/2241/00128123
590 
-'色
P.403 
第J抄舘i樹p丙IE結iヌ本ド勝緒学金総金会、嶋、
競線機におけるGA73狩3fお怠roi立ly遺f公子の発魂
小祢弘奨1・F結 鏡子1・穴見 j孝一ト近藤 綴I
中堅笈jf}・蔦 幸治2・林蒸一部3・野仁!雅之l
筑後大学:大学説人間総合科学研究科診断病理1;1謬立
がんセンタ…中央務総臨床検査部主;抜紫大学寝室学部
呼吸器内科S
GA733family遺伝子にはGA733ω2{Ep-CA話)およびGA733ωl(Trop-
Bが含まれ.Ji毒者iま多くのヒト上皮系麓畿で高発mしていることが知ちれ
ている.GA733弘法上腕1胞の議議分守として鱒き，生体内でその発議iま
上疫の増殖を先進しまた発惑や経惑の選議iこも関連があるといわれてい
るe 一方，我々 は不死北巽翠嬢議議過形議繍鞄株 (PL16T)と不死化正常
気管支上皮錯i蕗株(PLl6B)の掲での発漉プロファイルの比較解事?を1:弘、e
GA7鈴2と諮問設のあるGA733-1がPLl6T~こ遊撃j発現していることを
弱らかにじた (ShimadaA et試 CancerSd京総)， GA733由1Jま議畿内カ
ルシウムシグナルを変換し灘縫表部レセプ夕、四とレて働き，籍組韓の成設
を郵欝しているといわれているb今問諜々 は，予畿の明らかな2cm以下の
原発初、護燃機邸側溝i羽子類:TypeA12例，TypeB14鈍Type
C66t時， TypeD 'lJ t時， Type E8傍 TypeF右側HこおけるGA733fam-
ily遺伝子の発現を免疫染色にて評犠しその生物学的議議を投討した蔚
線籍ではGA133famiJyj霊法子はいずれも90部以上に発現しており，手後
との比較にてt GA733-2誌発現が高い抵ど宥意iこ予後最好であちゃぷ
a的91).またGA733すでは有意差はみられなかったが跨様に発漢が高い
はど予?を喪主?である鎖向がみちれたまたGA733-21まTゅeC症鶴iこ援っ
ても発現が高いiまど者意に予後良好であ与担当0.0101)，間じ組織裂の中で
予後良鮮な群と不良企群の議寂するTypeC1主舗においてGえ73去を思
いた免疫染色は務後の予設予務に事態であると考えられた
